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いた(13:30) 0 7月18日には、ガラス面を掃除直後、 9個体の放卵放精が見られた
(16: 30)。
411-1号水槽(rスズキ目J)で、ハナアイゴl個体(全長約23cm)の存在を確認し
た。幼魚の時にアイゴと混入して入槽したものと思われる。
ハボウキガイl個体(第3水槽棟予備水槽)が、カコボラ1個体に左右の殻の聞から
吻を差し込まれ食べられてしまった。
タカアシガニ1個体(雌)をケアシガニ1個体のみ展示中の水槽(222号水槽)に収容
したところ、 22時30分頃、タカアシガニがケアシガニを捕食しているのを目撃
した。
真鍋克次氏(白浜町綱不知・漁師)によれば、モンツキイシガニが、本年は田辺
湾でカニ刺網にまったくかからないとのこと。モンツキイシガニは1997年以
来、夏季を中心にタイワンガザミに混じって漁獲され、水族館でも展示を続け
てきた。
夏季に見えなくなっていたカイウミヒドラ2群体が、シワホラダマシ2個体の貝
殻上で生育しているのを確認した(228-5号水槽)。
2月 6日 2002年12月末における水槽別動物集計の結果が出た。無脊椎動物284種2602点、
脊椎動物(魚類)204種1751点を飼育中。
2月14日 田名瀬英朋助手が日本動物園水族館協会・第31回飼育技師資格認定試験(会場:
アドベンチャーワールド)に試験官として立ち会った。
3月 5日 4月からの改組(大学院理学研究科からフィールド科学教育研究センター・海域
ステーションへの移行)，こ伴って、ポスターとリーフレットの改定作業を行い、
印刷業者に発注した。
3月31日 樫山嘉郎技官(おもに水族館の機械設備担当)が定年退官した。それに先立ち、
日本動物園水族館協会から有功章を受賞した。
4月 l日 樫山嘉郎技官の退官に伴い、事務官・技官の勤務体制が4班から3斑体制に変更
になった。
4月21日 太田満・山本泰司技官が近畿大学水産研究所白浜実験場(白浜町)を訪れ、ベレ
ット餌料に関する説明を米島久司氏から受けた。
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4月24日
4月26日
5月 1日
7月28日ー 31日
8月 8日
9月 2日
太田満・山本泰司技官が和歌山県水産増殖試験場(田辺市)を訪れ、ベレット餌
料に関する説明を木村創氏から受けた。
観覧通路のワ ックス掛けが業者によって閉館後に行われた。
豊田泰浩氏(日本配合飼料(株))からベレット餌料に関する情報を得た。
関西電力が、冷却装置の夜間運転(3.機械・設備 7月27日-9月22S， 8月5日-9
月22日の項、参照)に関連して、 305・403・409号水槽および各貯水槽で水温調
査を実施した。その結果も併せて、 8月19日に「エネルギー診断報告書Jの説明
があった。
台風10号の襲来により午後から閉館とした。南浜道路に大量の砂が打ち上が
り、 1日に除去作業を行った。
大久保貞男氏(K.Kネスター)と共に、各種省エネ照明の点灯試験を行った。
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